
さ
ん
の
う

は
ち
ま
ん

（八
幡
地
区
）

宮
城
・山
王
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
宮
城
県
多
賀
城
市
南
宮
字
八
幡

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
六
月
～

一
九
九

一
年

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
宮
城
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
佐
藤
則
之

・
赤
澤
靖
章

・
菅
原
弘
樹

・
近
藤
和
夫

・

天
野
順
陽

・
高
橋
栄

一
・
千
葉
正
康

・
三
好
秀
樹

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
～
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

山
王
遺
跡
は
、
陸
奥
国
府
多
賀
城
跡
の
南
西
に
位
置
し
、
砂
押
川
と
七
北
田

川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
標
高

五
～
六
ｍ
の
東
西
に
長
い
自
然

堤
防
上
に
立
地
す
る
。
調
査
は

一
九
七
八
年
以
来
、
宮
城
県
教

育
委
員
会
と
多
贅
城
市
教
育
委

員
会
に
よ
つ
て
行
な
わ
れ
、
弥

ｏ

生
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
わ
た

仙
　
る
多
数
の
遺
構

・
遺
物
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
特
に
平
安
時
代

前
半
頃
の
多
賀
城
南
面
に
は
、
東
西

・
南
北
大
路
を
基
準
と
し
た
方
格
地
割
が

施
工
さ
れ
、
道
路
で
仕
切
ら
れ
た
区
画
に
は
道
路
と
方
向
を
揃
え
た
掘
立
柱
建

物
を
主
体
と
す
る
住
居
や
工
房
、
倉
庫
、
井
戸
な
ど
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
て
い
る
。
大
き
く
み
て
、
大
路
沿
い
の
区
画
は
上
級
官
人
の
邸
宅
な
ど
、

大
路
か
ら
離
れ
た
区
画
は
階
層
の
低
い
人
々
の
居
住

・
生
産
域
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
。

今
回
報
告
す
る
調
査
は
、
仙
塩
道
路
多
賀
城
イ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
う
も
の
で

あ
る
。
調
査
の
結
果
、
方
格
地
割
を
構
成
す
る
北
二

・
二
ａ
東
西
道
路
と
西

四

・
五
南
北
道
路
を
検
出
し
た
ほ
か
、
小
規
模
な
掘
立
柱
建
物
を
主
体
と
し
た

住
居

・
井
戸

。
溝

・
畑

。
上
坑

・
河
川
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。
出
土
遺
物
は
土

師
器

・
須
恵
器
、
赤
焼
土
器
な
ど
在
地
の
土
器
が
大
部
分
で
、
施
釉
陶
器
の
よ

う
な
搬
入
品
、
嗜
好
品
は
少
な
い
。
他
に
は
瓦
、
硯
、
木

・
鉄

・
土
製
品
、
漆

紙
文
書
な
ど
が
あ
る
。
人
幡
地
区
は
方
格
地
割
上
で
も
大
路
か
ら
離
れ
た
場
所

で
あ
り
、
階
層
の
低
い
人
々
の
活
動
の
場
に
な
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

木
簡
は
、
調
査
開
始
時
に
掘
削
し
た
排
水
溝
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
出
土
地

点
か
ら
、
平
安
時
代
前
半
頃
の
西
五
道
路
東
側
溝
ま
た
は
奈
良
時
代
の
河
川
Ｓ

Ｄ

一
〇
〇
に
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
特
定
で
き
な
い
。

こ
の
ほ
か
Ｓ
Ｋ
二
六
七
か
ら
墨
絵
の
あ
る
板
材

（長
さ
０
一一三
◆
硼
幅
六
八
ｍｍ

厚
さ
四
〕

が

一
点
出
上
し
た
。
Ｓ
Ｋ
二
六
七
は
、
西
五
道
路
の
最
も
新
し
い

東
側
溝
Ｓ
Ｄ
三
人

一
に
伴
う
東
西
六

・
Ｏ
ｍ
南
北
五

・
五
ｍ
深
さ
Ｏ

・
五
ｍ
の

広
く
浅
い
枡
で
、
側
溝
の
水
の
一
時
的
な
集
水
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。



筆
の
運
び
か
ら
墨
絵
と
み
ら
れ
る
が
、
久
損
の
た
め
絵
柄
は
不
明
で
あ
る
。
人

物
像
と
す
れ
ば
首
筋
か
ら
胸
元
に
あ
た
る
部
分
と
思
わ
れ
る
。
木
簡
以
外
に
は

土
師
器

・
須
恵
器
、
赤
焼
土
器
が
出
上
し
て
い
る
。
年
代
は

一
〇
世
紀
前
半
頃

で
あ
る
。

な
お
、
人
幡
地
区
で
は
漆
紙
文
書
も
五
点
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
判
読

可
能
な
二
点
の
釈
文
を
以
下
に
掲
げ
る
。
な
お
、
出
土
遺
構
な
ど
の
詳
細
は
関

係
文
献
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ａ
　
□
年
十
四
歳

〔刀
ヵ
〕

□
自
売
年
七
□

売
年
六
□

ｂ
　
博
士
□
□

史
生
嶋
岐
史
□

ａ
は
須
恵
器
杯
に
付
着
し
た
歴
名
様
文
書
の
断
簡
で
、
ウ
ル
シ
面
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。
ｂ
は
文
書
末
尾
の
署
名
部
分
の
断
簡
で
あ
る
。
漆
器
の
皿
に
入
れ

た
漆
に
付
着
し
た
状
況
を
呈
す
る
が
、
漆
器
は
木
地
が
失
わ
れ
、
表
面
に
塗
ら

れ
た
漆
の
皮
膜
の
み
が
残
存
す
る
。
オ
モ
テ
面
の
記
載
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
・
□
貴
遣
日
―十
日
口
□

。
日

―十
回
古
古
口
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐｅ

遜
蒙

Ｆ

ｏ解

両
面
と
も
墨
の
残
り
が
悪
く
、
各
々
二
文
字
が
判
読
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

似
た
文
字
や
同
じ
文
字
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
と
も
に
習
書
の
可
能
性
が
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

宮
城
県
教
育
委
員
会

『山
王
遺
跡
Ｖ
』
盆
九
九
七
年
）

（吉
野
　
武

〈宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
し

Ｍ
帳

一

2006年出上の木簡

漆紙文書a

⌒

墨絵のある板材

た
苫
争
蜜
驚

漆紙文書b




